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	チョウが交尾をしている姿を観察できる機会はきわめて少なく、まさに偶然出会えるという光景であるが、本種については2012年10月と2017年7月に撮影記録が撮れている。
	秋晴れの午前中、久しぶりに黄金の稲穂が揺れる田園地帯を自転車で巡り、まずはクサネムが繁茂する路傍の休耕田にキタキチョウが群れ飛ぶ光景をみる。あぜ道を伝って歩を進めると、クサネムの茎に静止する交尾中の新鮮ペアがみつかる。すぐ上方には蛹の抜け殻があって、おそらく羽化したばかりの♀に探雌中の♂がすばやくアタックしたものと思われる。このペアの撮影を終えて全体を見渡すと、さらに別の2ペアが目に入る。単独で飛び回る個体をネットインして調べると、前翅外縁黒紋が幅狭くなった夏型終盤型と、前翅端だけに黒鱗粉が残る秋...
	July 16, 2017　クロシジミ（絶滅危惧ⅠA類）の生息地で
	30度を超す炎天下、途中から1kmを徒歩で巡り、最後の山頂部でようやくクロシジミをみる。オオムラサキの登場でKさん親子が色めく傍らで、初めてクロシジミの交尾個体が観察できる。下山途上でもダイミョウセセリが多く見られ、ホソバセセリがウツボグサやアザミなどで吸蜜をするのをあちこちで観察。最後にはクロシジミに次いでキタキチョウの交尾個体が木陰で愛を育んでいた。
	Mar. 22, 2020　高砂公園 Ser. 6
	テニスを終えてムラサキシジミを探してみるが今日も姿はみられず、昨日ウラギンシジミを見た同じ場所でキタキチョウが飛ぶ。ウバメガシの垣根のどこかにとまりそうな飛翔をくりかえすのでじっと待つと、やがて止まってくれるが翅を開いてはくれない。そこにモンシロチョウがやってきて絡みの卍飛翔が始まるがビデオ撮影はままならないまましばらくその様子をながめる。両者がはなれたあと、キタキチョウはホトケノザなどが咲く陽だまりへと飛んでいくのでついていくと、黄色い花で蜜を吸い始めている。先日はホトケノザで吸蜜している個体...

